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総説

イヌジステンパーウイルスの最近の流行

REVIEW 
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Canine distemper virus (CDV) causes lethal diseases of carnivores. In dogs， the 
number of CDαses has decreased because of vaccination， but the endemic occur-
rence of CDV among wild animals seems to have increased all over the world. 
Furthermore， CDV has caused a large endemic disease in non-human primates in 
China， leading to many fatalities among monkeys. In Japanese quarantine facilities， 
many monkeys imported from China have died because of CDV infection. In this re-
view， we describe the recent CDV endemic among wild animals in Japan. 

要約

イヌジステンパーウイルス CCaninedistemper virus; CDV)は食肉目動物に致死的な感染を引き起こす.イヌ
での致死的な感染はワクチン接種により減少しているが 野生動物での流行は拡大している傾向さえ見受けられる.

更には，中国ではヒトと同じ霊長類であるサルに流行し，多くのサルが犠牲となったばかりか，国内の検疫所でも

見つかっている.本項では最近圏内の野生動物で発生した事例を中心に紹介する.
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1. イヌジステンパ ウイルス (CDV) について

1. 1. 分類 (Fig.1) 

イヌジステンパーウイルスCaninedistemper virus 

(CDV)はモノネガウイルス目Mononeg.ωirales，パラミ

クソウイルス科Paramyxoviridae，パラミクソウイルス

亜科Paramyxovirinae，モルピリウイルス属Morbillivirus

に属する.モルビリウイルス属には麻疹ウイルスMeasles

virus (MV)，牛疫ウイルスRinderpestvirus (RV) ，小

反努獣疫ウイルスPeste-des-petits ruminants virus 

(PPRV)なども属している. MVは主にヒトに感染す

るが，ワクチン接種の推奨によりその発生は激減して

いる.また， RVは和牛や朝鮮午には病原性が強く，

かつては国内での流行を起こしていたが，国際的な撲

滅キャンベーンにより2011年に世界中から撲滅された.

一方，イルカモルビリウイルスペアシカモルビリウ

イルス 1:11，1.1)ネコモルビリウイルスヘコウモリモル

ビリウイルス 41など新しいウイルスが報告されている.

1. 2.遺伝子 (Fig.2) 

ウイルス遺伝子はマイナス鎖一本鎖RNAウイルス
で，全ゲノム遺伝子は約16kbである.ウイルスゲノ

ム上にコードされる遺伝子はNucleocapsid(N)， Phosp 

hoprotein (P)， Matrix (M)， Fusion (F)， Hemagglutini 

n (H)， Large (L)からなるが， P遺伝子の転写の途中で

フレームシフトして生じるV蛋白， P遺伝子と異なる

フレームより生じるC蛋白もある.

1. 3. ウイルス粒子 (Fig.2)

ウイルス粒子は脂質二重膜からなるエンベロープを

有しており，エンベロープ上にはH蛋白とF蛋白が存

在している.エンベロープの内側ではM蛋白が構造維

持を行っている.粒子内にはゲノムRNAとN，P， Lの
3種類の蛋白が構成するヌクレオカプシドが存在する

(Fig. 2). 

1. 4.細胞への感染

H蛋白が細胞膜上のレセプターと結合した後，立体

構造が変化し， F蛋白が細胞膜との融合を引き起こす.

細胞側のレセプターとしては樹状細胞や活性化リンパ

球に発現している signaling lymphocyte activation 

molecule (SLAM; CD150) 11 201や上皮細胞に発現して

いるNectin-41S1などが知られている.

1. 5. イヌでの疫学

CDVの飼いイヌでの発症は少なくなっているとい

われているが，現状を詳細に調査した報告はない.し

かし，硬祉症 (Hardpad disease)や脳炎などの症状

を見ることは少なくなっているようである.では， C 

DVはイヌではあまり感染しなくなったのであろうか?

我々の野生動物でのCDV流行地における犬の調査で

は，ワクチン未接種犬でも70%近くがCDV感染歴を

有していることが分かっている.ワクチン未接種犬に

これほど感染しているにも関わらず，以前のような典

型的なCDVの症状は認められていないようである. C 

DVはイヌで弱毒化しているのかもしれない.

1. 6. イヌでの症状

イヌでは呼吸器症状，消化器症状，神経症状，皮膚

症状などの様々な病態を引き起こし，時に死に至る.

その中でも，特徴的な症状として二峰性の発熱， リン

パ球の減少症，皮膚の角化冗進，老犬性脳炎 (Old

dog encephalitis)などがある 31 特にリンパ球減少症

は一過性の免疫不全を引き起こすため，細菌などの二

次感染の発生の原因となる.

1. 7. イヌでの予防

イヌのコアワクチンとして，パルボウイルス感染症，

伝染性肝炎・伝染性喉頭気管炎とともにワクチン接種

されている.ワクチンとしては，鶏卵馴化生ワクチン，

培養細胞馴化生ワクチンなどが使用されている.現在

までのところ，異なる血清型などは存在せず，ワクチ

ンが有効であるといわれているが，最近流行株は遺伝

子的にもワクチン株とはかなり異なってきており，今

後もワクチンの効果には注意が必要である.

2. CDVの流行について

CDVは以前から園内の野生動物での発生は報告さ

れている. 2007年以降我々が調査してきたCDVの圏

内流行事例について紹介する.野生動物における死亡

例が発見されるケースは少ないため，集団発生が認め

られるということは，その近隣で人知れず死亡してい

る動物はその数倍~数十倍に及ぶものと考えている

(Table 1， Fig. 3). 

2. 1. 和歌山県田辺市での集団発生7)

2. 1. 1.発生状況 (Fig.4，Table 2) 

2007年4月に衰弱したタヌキが多発するとの情報を

得て，調査を開始した.発生場所は，ナショナルトラ

ストが保護する和歌山県田辺市天神崎を中心に多発し

た (Fig.4). この地域は，釣り人や散歩をするヒトが

多く，衰弱したタヌキが発見されやすかったと推測さ

れる.衰弱したタヌキは， 日中であるにもかかわらず
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道端や側溝にうずくまっており，容易に保護された

(Fig. 4). 保護されたタヌキの多くは，当日あるいは

数日以内に死亡した.和歌山県田辺市でのタヌキの症

状として典型的なものは，下痢による旺門周囲の汚れ

である (Fig.4). また，アドテック社のチェックマン

CDVを用いた簡易診断でも陽性となっている (Fig.4).

それ以前の情報を集めたところ， 2007年3月20日より

同様の症状を呈するタヌキが保護されていた.最初に

CDV感染が証明された例は2007年4月16日に保護さ

れたNo.729のタヌキであった.その後， 7例のタヌキ

と1例のイタチよりCDV感染が証明された (Table2). 

5月16日を最後に衰弱死の報告はなくなったが， 2008 

年 1月31日にCDV感染によるタヌキの死亡も確認さ

れている.それ以後，ウイルスが分離されることはな

かったが，散発的に死亡したキツネやタヌキからウイ

ルス遺伝子が検出されている.また， 2012年には同地

域で衰弱死したタヌキよりウイルス分離に成功してい

る.

2. 1. 2. 病理所見 (Fig.5，Table 3) 

肉眼解剖所見として我々の経験からCDV発症動物

は，腹腔臓器が非常にきれいであり，腸壁が奔薄化し

ているものもあったが腸の内容物がほとんど認められ

なかった.一方，個体差はあるが，胸部の肉眼所見に

おいては，肺の出血や肝変化などが認められた.

組織所見としては，完全に個体差があったしかし，

全ての個体が免疫染色によるCDV抗原陽性であり，

また，封入体も細胞質や核内で観察された.

2008年に発症したタヌキ(No.812)においては，調

べたすべての臓器でCDV抗原が検出されたのに対し

て， No.734のイタチは腸からはCDV抗原が検出され

ず， No.739は肺にのみCDV抗原が検出され， No.742 

と744は腸管にのみCDV抗原が検出され， No.743は中

枢神経以外のほぼすべてよりCDV抗原が検出された.

同じ時期に感染・発症したタヌキにおいても，抗原の

分布が全く異なることが示され， CDVは様々な臨床

症状を野生動物に引き起こし，死に至らしめることが

判明した.またウイルス抗原の分布は，ウイルス分離

の結果と一致していた.更には，気管ぬぐい液と旺門

ぬぐい液をセットで行ったチェックマンCDVでは全

て検出できたことは， CDVを確実に検査するには気

管と旺門ぬぐい液をセットで検査する必要があるとと

を示している.

2. 1. 3.感染状況の血清学的調査 (Table4， Fig.6) 

流行発生直後より，周辺で有害鳥獣として捕獲され

るアライグマ，交通事故で確保された動物，狩猟期に

捕獲されたイノシシ，シカの血清を回収してCDVに

対する抗体保有状況を調査した.その結果，アライグ

マでは約半数がCDVに対する抗体陽性であった.タ

ヌキも21%が陽性であった.その他，調べたほぼすべ

ての食肉目の動物がCDV抗体陽性となった.タヌキ

やイタチはCDV高感受性のためほぼすべての感染動

物が死亡したと当初予測されていたが，抗体を保有し

ているということは生残した個体がいることを示して

いる.驚くべきことは，イノシシにも26%の抗体保有

個体が存在したことである.アメリカでは野生のイノ

シシであるベッカリーのCDV感染死が報告されてい

るが;l)偶蹄類にも感染することが再確認された.更

には，検査頭数は少ないもののシカにも陽性個体が存

在した.イノシシなどは雑食のため， CDV感染死し

た個体などを食べたり，食肉目と生活圏が似ていたり

することから，感染の可能性も納得できるが，草食動

物であるシカへの感染は非常に興味深いと考えている.

感染経路については更なる調査の必要があるが，この

結果は，田辺市周辺で非常に大きなCDVの流行があっ

たことを意味している.

2007年以降の血清を用いてCDV抗体保有率を調査

した結果， 2007年に田辺市で捕獲されたアライグマは

約70%がCDV抗体を保有していたのに対して， 2008 

年は約30%，2009年は約15%と抗体保有率は激減した

アライグマにおけるCDV抗体の持続期間は不明であ

るが， 2007年に感染した個体が， 2008年や2009年に捕

獲された可能性があることを考慮すると， 2007年以降

アライグマにはCDV感染がほとんど起こらなかった

と推測される.イノシシも同様に，抗体保有率は減少

したが， 2009年には陽性個体がいなくなったことから，

イノシシはCDVに感染しにくいことが示された.ま

た，同様に2009年にはCDVがイノシシの周辺からな

くなったと考えられる.

2. 1. 4. 分離ウイルスの遺伝子解析 (Fig.7) 

分離されたウイルスについて遺伝子解析を実施した.

検査対象としては，ウイルスエンベロープ上に存在す

るH蛋白 (607アミノ酸残基)をコードする遺伝子

(2024塩基)を調べた.また，分離株聞の比較は，そ

の一部の配列(1068塩基)で実施した.和歌山県田辺

市から分離された株聞を比較した結果，イタチ由来の

No. 734には一塩基の違いが認められたが， 2007年分

離株4株 (No.729，731， 743， 744)は調べた1068塩基

全てが同一であった.このことから， 2007年の流行は

同一株によるものであることが確認された.2007年最

初に分離された729株と2008年に分離された812株のH

蛋白質をコードする全塩基配列2024塩基を決定し，こ

れまで報告のあるCDVと系統樹を作成した結果，両

株は非常に近縁であることが示され， 2008年に分離さ

れた株は2007年に流行したウイルスが野生動物で維持

されていた結果，生じたものであることが示された.

またこれらは，圏内で主に流行している遺伝子型

Asia聞 1に属しており，後に紹介する高知県由来株，
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山口県由来株とは異なる由来であることが確認されて

いる.ウイルス中和活性の誘導に重要な役割を担って

いるH蛋白質をワクチン株であるOnderstepoort株のも
のと比較した結果，約90%の相向性まで低下しており，

これらの株に対するワクチンの有効性も懸念される.

2. 2 高知県での野生動物聞での流行 (Fig.8，9) 

我々が調査を開始する以前より， 2005年以降高知県

では高知市を中心に野生動物のタヌキ，ハクビシン，

アナグマでのCDVの流行が報告されていた.簡単に

概要を紹介すると，最初，高知県高知市の桂浜のタヌ

キがCDVで集団死した. CDV抗血清を用いた免疫染

色とチェックマンCDVを用いて， CDV感染が確認さ

れており， 35頭以上の野生動物のCDV感染が報告さ

れている26)幻我々は， 2008年より調査に参加させて

いただき，病気のハクビシンから最初のウイルス

Kochi01Aの分離に成功した. このハクビシンには，

和歌山県で保護されたタヌキやイタチには認められな

い鼻汁および眼ゃになどが認められている.その後，

タヌキから分離された2株を加え計3株が分離されて

いたが， 2009年10月から2010年1月にかけて多くの死

亡例が搬入され，ウイルスの初期ほどの流行ではない

にせよ再流行が観察された.重要な点は，ハクビシン

アナグマ，タヌキという異なる動物種から分離されて

いるウイルスが一致していること， 2009年から2011年

にかけて分離されているウイルスが一致していること

であり，高知市周辺では多種類の野生動物聞で共通の

CDVが蔓延しており，それが維持されていることが

証明された.また， 2005年から4年後の2009年に小規

模の再流行があったのは，イヌでのCDV，ヒトでの

MVの流行の周期と一致している.

高知県分離株のH蛋白はワクチン株のものとの相向

性が90%以下にまで低下していることは注目に値する

と考えている.

2. 3.滋賀県からの分離株 (Fig.10) 

2009年滋賀県の犬山市の開業獣医師の方から，イヌ

がジステンパーを発症したとの相談を受けた.その状

況を伺うと，飼い主が来院10日前に衰弱したハクビシ

ンを保護し，そのハクビシンと濃厚に接触していたと

のことであった.また，その近辺では野生動物の死亡

が結構認められているとのことであった.そこで，獣

医師会にお願いし，死亡した野生動物からウイルス分

離を試みた結果，タヌキから二株のCDVが分離され

た.その遺伝子解析を行った結果，なんと和歌山県で

分離されたウイルスと非常に近縁であることが判明し

た. このことは，和歌山県と滋賀県の野生動物には共

通のCDVが蔓延していることを意味する. CDVが広

域に流行している代表例である.

2. 4. 山口県での流行10) (Fig. 11， 12， Table 5， 6) 

2009年11月から山口県の動物展示施設内とその周辺

で，衰弱および死亡したタヌキが立て続けに発見され

た.獣医師の的確な判断により， CDVが疑われたた

め，本学に検査依頼がきた.調べた結果， CDVが分

離された.獣医師および飼育者は施設の消毒を徹底し

たが，残念ながら2010年施設内の12頭のトラが下痢，

胃痛，発咳などの症状を呈した.採取された下痢便か

らCDV遺伝子の検出を試みた結果，検査した全ての

個体からCDV遺伝子が検出された. この間， 2頭が

原因不明で死亡している.残りの10頭の症状は回復し

たように思われたが， 3月になり，そのうちの l頭が

神経症状を呈し死亡した. 乙の個体からはCDVが分

離された.タヌキ由来のCDVとトラ由来のCDVの遺

伝子を比較した結果，ほぼ同ーのウイルスであること

が確認された.発生時期などを考慮すると，野生動物

で流行していたCDVが何らかの方法でトラに感染し

たと考えられた.これは，圏内での大型ネコ科動物で

のCDV流行とその死亡例の初めての報告となった.

さらに施設内のライオンの採血を実施したところ 3頭

中1頭が，山口県内で保護されたツキノワグマ9頭中

1頭がCDVに対する抗体が陽性となった.山口県の

野生動物に大規模なCDVの流行があったことが伺え

る.

3. CDVの血清調査から(アライグマを調査する重要性)11).12) (Fig. 13， 14) 

我々は，和歌山県や高知県での流行に遭遇する以前，

2地域のアライグマの血清を提供していただき， CD 

V抗体保有状況を調査していた.アライグマを調べた

理由は，

1 )北米ではアライグマは狂犬病ウイルスとともにイ

ヌジステンパーウイルスの媒介動物として恐れられ

ているからである.北米のある動物園ではジステン

パーで死亡したアライグマが動物園で発見され，そ

れ以降，次々に園内のイヌ科動物がCDVで死亡し

たことが報告されている.事実，和歌山県の流行地

では70%のアライグマがCDV感染し，生残してい

る.和歌山県での流行でアライグマがどれほど死亡

したかは不明であるが，少なくとも感染率は非常に

高く，生残した個体も多いことは事実である.感染・

耐過したアライグマがウイルスを拡大させていると

考えている.

2)アライグマは特定外来種として指定されているが，

その生息数は急増し，生息域も拡大している.その

対策として，一年中有害鳥獣として捕獲されている

ため，血清調査が容易である点も重要な要素である.
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3) これまで園内では食肉自動物としてタヌキ・キツ

ネ・イタチ・アナグマなどが野生動物として存在し

ており，これらの動物での感染症はある程度安定し

た状態であった. しかし，アライグマやハクビシン

などの急増により，圏内の動物の生態系のみならず，

感染症の生態も撹乱されるのではないかと危慎して

いる.すなわち，アライグマが感染症を媒介するこ

とで，新たな感染環が確立される可能性が高いと考

えている.ちなみに我々の調査ではレプトスピラに

アライグマは高率に感染しており，高病原性鳥イン

フルエンザにも感染既応があった 6)ぷ

4)イヌがジステンパーの自然宿主であることは間違

いないが，飼い犬はワクチン接種されており， CD 

Vの自然感染を評価することが難しい.そこで，ワ

クチンを接種せず，比較的血清入手が容易で，ジス

テンパーに高感受性のアライグマに注目した.

上記の理由により，アライグマのCDV抗体保有

状況を調査したその結果，調査した2地域とも約

30%のアライグマが抗体を保有していることが判明

した. これは予想外で、あった.当時すでに圏内の多

くのアライグマがCDV感染していたことを意味し

ている.更に，地域RKでは園内流行株であるAsia-

l型に対して高い中和抗体を保有していることから，

Asia-1型が，それも最近流行したことが推測され

た.アライグマは木登りも得意で，どんなところに

でも出現する. CDVを保有したアライグマが近所

を俳個していると考えると， CDVの蔓延を防ぐに

は，予防接種と徹底した消毒しかないと思えてくる.

4.新規遺伝子型の出現 (Fig.15， 16) 

2011年6月16日に山口市内の小学校のそばの側溝で

衰弱しているアナグマが保護された.神経症状，呼吸

器症状，下痢を呈しており，保護の翌日に死亡した.

このアナグマの脳からもCDVが分離された. 2009年

から山口県で流行している株と同じであると当初予測

されていたが，なんと，これまでの日本の流行株であ

るAsia-1型， Asia-2型と全く異なる新規の遺伝子型で

あることが判明した.Asia-3型になると考えている.

国内の在来種から分離されたことから，第3のCDV

が国内に蔓延していることを示唆している.ウイルス

が蔓延するということは，それだけ変異したウイルス

が出現する可能性が高くなるとともに，異なるウイル

スが同時感染するようになると，組換えを起こす可能

性も否めない.山口県を中心として第3のウイルスの

調査が必要であると考えている.

5.サルへの感染

2008年末に圏内の検疫所で輸入ザルでのCDV感染

が報告された9)，18) このサルは中国から輸入されたも

のであった.更に， 2011年の中国からの報告によると，

2006年から中国のサルの繁殖施設でCDVの流行があ

り， 10000頭が感染し， 25-60%が発症し， 5-30%のサ

ルが死亡したと報告された16) これまでサルでのCDV

感染の報告は一報あったが制 ここまで大量のCDV感

染死の報告は驚きであった.この輸入ザルから分離さ

れたCDVをイヌに接種した結果，典型的なCDV症状

を呈した.すなわち，サルは典型的なCDVに感染し，

症状を起こしていた. ヒトもCDVに感染する可能性

が示唆されているが，発症例はこれまでない. CDV 

は霊長類で流行し，症状を引き起こすことが判明した.

ちなみに，園内のサルのCDVに対する抗体を調べた

結果，一頭抗体を保有していた. これが本当にCDV

感染によるものなのかは現在詳細に解析中である.ヒ

トへの感染・発症についても今後冷静に調査すべきで

あると考えている.但し ヒトは麻疹の予防接種を受

けており，麻疹に対する免疫はCDVを防御できると

いわれている.

6.今後の対策について

1 )イヌにはワクチンの徹底が求められる.

2)我々のデータによるとほぼ日本国中の野生動物に

CDVは拡がっていると考えてよい.アライグマを

含む野生動物の侵入あるいは接触防止対策は重要で

ある.

3)展示施設で飼育されている食肉目の動物に関して

は， CDV感染が認められる地域ではワクチン接種

も選択肢のーっとして考えられる.しかし，ワクチ

ンが生ワクチンであることを忘れてはいけない.一

部のワクチンはフェレットで発症する.また，レッ

サーパンダにもワクチン株が致死的症状を引き起こ

す.動物種で感受性が異なるので注意が必要である.

海外では組換えカナリアボックスを利用したCDV

ワクチンが市販されており これらを接種すること

が推奨されている.残念ながら圏内では市販されて

おらず，かつ組換えウイルスなので，容易に接種で

きないのが現状である.

4)最近CDVに対するワクチンが効かない可能性も
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指摘されつつある. これまで， CDVワクチンを評

価する実験感染モデルが存在していなかった.我々

は，典型的なCDV発症を誘導するイヌを用いた実

験感染系の樹立に成功した (Fig.17). 典型的な二

峰性発熱やリンパ球減少症を呈し，重篤になるイヌ

もいた. これを用いることにより，ワクチンの評価

が可能になると考えている.

5) これまで抗ジステンパーイヌ血清が市販されてい

た.ジステンパーに対して若干の効果はあったと聞

いている.しかし，これも現在は市販されていない.

ジステンパーを発症した個体に対して治療を可能に

するため，抗体療法なども再度検討するのに値する

と考えている.

7.最後に

牛疫が撲滅され，麻疹も撲滅キャンベーンが推進さ

れている中，ジステンパーはかなり感染地域や宿主域

を拡大していると考えている.ある研究では，麻疹ウ

イルスは11世紀の牛疫の流行の際にヒトに感染するよ

~M 

うに変異して生じたと報告されている引.ジステンパー

がそうならないように，監視を続けていく必要がある

と考えている.また，感染する動物に対しでも何らか

の治療・予防ができるように貢献していきたい.

Z宇

本研究は多く研究者，野生動物捕獲に関する関係者のご協力によって行われました.また，本内容は，文部科学
省の科学研究費により実施されました.
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Table 2 衰弱野生動物からのウイルス検出
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Table 4.田辺市およびその周辺の野生動物における

CDV抗体保有状況

Table 3.ウイルス抗原と封入体の分布
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Fig.6 和歌山県におけるCDV抗体陽性率

• 2005年以降高知県を中心に野生動物(タヌキハウピシン・アナゲマでの流行)21>).27)

調査開始
2008年5月四目、ハヲピシン
ーKochi01A分離
2008年10月22目、タヌキ

ASla-l I -KochiB2A分離
2009年3月12目、告ヌキ
→Koch迫3A分離

欧米分離株

ヨーロツ，;野生動物分離株

北極圏分灘株

北米分議株

0.01 

Fig.7 和歌山県流行株のH蛋白に基づくCDVの系統樹

2凹9年10月9目、ハクピシン
-KochνMPC/091009分離

• 2009'手11月4目、アナグマ
-Kochi/Bad/091104分離
2010年1月21目、タヌキ
→Kochi/RO/l00121分離

• 2011年5月6目、宮ヌキ
-Kochi/RD/l10506分離

Kochi01Aが分離されたハウピシン

2009-2010年にCDV
が再流行

Fig.8 高知県におけるCDVの再流行
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高知県分離株

欧米分離株

ヨーロッパ野生動物分離株

北極圏分離株

北米分謎樟

滋賀県流行株のH蛋白に基づくCDVの系統樹

A!i 

欧米分離捺

ヨーロッパ野生動物分離株

北径回分謎株

北米分謎株

0.01 

Fig.10 高知県再流行株のH蛋白に基づくCDVの系統樹

2009年11月より

・動物展示施設内およびその周辺で
野生タヌキにCDV(4株分離)

2010年1月より

. 動物展示施設0)12頭0)トラが下
痢・胃痛ー発咳{下痢便よりCDV遺
伝干検出)その問2頭原因不明で死
亡(検査できず)1口頭は回復

2010年3月11日

神経症状を呈し、呼吸不全で1頭の
トラが死亡 (CDV分離)

Fig.9 

0.01 

Fig.12 山口県流行株のH蛋白に基づくCDVの系統樹山口県での流行Fig.11 

Table 6.動物圏内のライオンや周辺のツキノワグマ
におけるCDV抗体保有状況Table 5.下痢を呈した卜ラの糞便からCDV遺伝子の検出

ウイルス中和抗体価
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兵庫県 1. 7ライグマは動物園動物や野生動物へ
のCDVの感染源

2 目本で急激に増加し、その生息壇も鉱
大している

3. CDVに対するワヲチンを接種してい主い
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Fig.13 アライグマにおけるCDV感染を調べた理由

2011年6月16目、'l、郡小学校脇の
側道で保護されたアナゲマ由脳より
分離

Fig.15 山口市のアナグマから新規CDV
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Fig. 17 CDV感染実験犬における臨床症状の再現に成功

地波別の抗体保有率

一一盟主一 計
OCU RK 

穣査頭数 50 56 106 

陥性頭数 15 19 34 

陽性串(!，) 30.0 33.9 32 1 

CDV株に対する抗体価の遣い

OCU RK 

Fig.14 アライタマにおけるCDV中和抗体保有状況
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Fig.16 山口県由来アナグマより分離された新規遺伝子型CDV
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